
災害対策レポート：今後起こりうる災害に向けて

「あったらいいな」から「あらんとあかん」へ意識変革

〜災害弱者の私が出来る備えを考える〜「初めての蓄電池」

「一度、使ってみたい」と思っていた蓄電池。しかし、実際に停電に見舞われてからで

は遅いです。今回、大阪西南ロータリークラブ様から贈呈された蓄電池「Jackery

1000Pro」の無料貸出を利用する機会をいただきました。

すでに柏岡翔太さんが『頸損だよりNo.172』に見事なレポートを書かれていますが、

今回は私の生活に不可欠な「エアーマット」に焦点を当て、実際に使用して気づいた点

や注意点をレポートします。

1. 使用した機器と事前の準備

● 使用機器： エアーマット「CAPE AIR MASTER TRICELL.E」（設定：85kg）

● 検証内容： 蓄電池にエアーマットのみを接続し、実際の使用感を検証。

まずは蓄電池を箱から取り出し、すかさず充電コードを繋ぎました。画面には既に「1

00%」の表示が出ていましたが、念のため小一時間ほどそのまま充電を行い、万全の

状態からスタートしました。



2. 実際に使って初めて分かった「ハプニング」と「気づき」

取扱説明書を最初に読んでいれば回避できたミスですが、付属の取扱説明書は文字が小

さく、老眼の自分には厳しいものでした。そのため、後から「Jackery」の取扱説明書

をパソコンで拡大しながら再チェックし、以下の盲点に気づきました。

① コードを挿すだけでは動かない（AC出力ボタンの存在）

コードを挿せば通電するものと思い込んでいましたが、AC差し込み口の横にある「A

C出力ボタン（スイッチ）」を押さなければ給電されません。最初に入らず一瞬焦りま

した。

② 残量確認時のボタン押し間違え

途中でバッテリー残量を確認しようとして、間違えて「AC出力ボタン」を押し、エア

ーマットの電源を切ってしまうハプニングがありました。しばらく経ってから気づき、

慌ててスイッチを入れ直しました。

③ 残量警告灯（20%）と表示時間のズレ

バッテリー残量が20%になると警告灯が点灯し、

ディスプレイに「OUTPUT 6W / 残り11.6時

間」と表示されました。しかし、実際は表示通り

の時間までは使用できませんでした。

エアーマットは電源が切れてもすぐには沈み込ま

ないため気づきにくいですが、今回は早めに気づ

いたため、幸い「底づき」による褥瘡（床ずれ）

のリスクは回避できました。

④ 盲点だった「省エネモード（自動シャットダウン）」

エアーマットのように消費電力（出力）が小さい機器の場合、初期設定の「省エネモー

ド」のままだと、12時間で自動的に電源が落ちてしまいます。 長時間連続で使用する

場合は、この設定を必ず確認・解除しておく必要があります。



3. 実践から得た「注意すべき点」まとめ

実際に動かしてみて分かった、運用上の重要ポイントを整理しました。

（※１）使用環境やバッテリーの状態によっては短くなる場合があります

確認項目 注意内容と対策

連続使用時間の目安
エアーマットのみの使用であれば、約2

日間の連続使用が可能（※１）

通電のW（ダブル）チェック
AC出力ボタンのランプ（緑色）が点灯し

ているかと同時に、エアーマット本体の

電源が入っているかを必ず目視する

残量確認の方法
使用中に残量を見るときは、必ず「LCD

ボタン」を押す。間違えて隣のAC出力ボ

タンを押さないよう細心の注意を払う

警告灯点灯時の対応
バッテリー残量警告灯（取扱説明書2ペ

ージ「3.液晶画面の⑥」）が点灯した

ら、表示時間（⑨）を過信せず、なるべ

く早めに充電を開始する

省エネモードの解除
長時間連続使用の際は、省エネモードに

なっていないかを必ず取扱説明書で確認

する

介護者への周知徹底
長時間運用では操作する介護者が交代す

るため、誰が変わってもきっちり説明・

操作できるようにマニュアル化しておく

ことが不可欠



4. 命を繋ぐためのリスクと、これからの備え

取扱説明書には、以下のような注意書きがあります。

「データサーバや医療機器など、非常時に不具合が起こると人命/財産に重大な危険を

及ぼしうる用途でのご使用はお控えください。心臓にペースメーカーを装着している方

は使用しない。」

しかし、私たち身体障害者にとって、生きる上で電気（エアーマットや生命維持に関わ

る機器）は「あったらいいな」ではなく、どうしても必要な「あらんとあかん」もので

す。

メーカー側のリスク回避の規約を理解しつつも、インフラ事故や災害はいつ起きるか分

かりません。私たちは機器によるリスクに細心の注意を払いながらも、災害弱者の立場

から「命を守るための現実的な備え」を主体的に考えていかなければならないと痛感し

ました。

おわりに

最後に、今回の蓄電池無料貸出という大変貴重な

機会をいただき、心より感謝申し上げます。蓄電

池の必要性を我が事として、真剣に考える素晴ら

しいきっかけとなりました。

大阪西南ロータリークラブ

大阪頸髄損傷者連絡会　「蓄電池無料貸出プロジェクト」
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の皆様に、深く感謝申し上げます。

ありがとうございました。

金沢　伸行


